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ス前面の下がり壁が約70mmフケてきます。（平面図の天井下がり点線が70mm部屋側に移動します。）

１－４

窓の位置などにエアコンを設置する場合、壁側のPSまで冷媒管及びドレンを横引きする必要があります。そのためカーテンボック

（図－１４）
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軽量鉄骨下地の壁を設ける必要があります。（厚み≒70mm）
戸境壁は基本的にエアコンやコンセント、スイッチ、家具の固定等はできません。万が一戸境壁に設置する必要がある場合には、

（図－１５）

70
ネオプレーンゴムの上軽鉄下地＋ベニヤt＝12mm
（コンセント等のみの場合はPBt＝12.5mm） 平面図

断面図
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段下収納など、換気設備の設置ができないものについては、扉が上下ガラリ付となります。
地下住戸のWICや、クローゼットなどの収納で大きいものは基本的に換気設備＋扉の下部にアンダーカットがあります。ただし階

19
してください。下記納まりを参考に計画してください。（階段蹴上寸法は建物毎に異なりますので、確認してください。）
階段上部に収納を設ける場合は、階段の天井高さを確保するために収納壁から2段程度逃げた位置で高さ2100mm確保できるよう計画
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階段上部収納等

▼上階床レベル
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（図－１６）

※梁型下がり400mmについて
機種が確定している場合は
350mm～380mmにすることが可能
ただし、機種によるため確認が必要

2段逃げる
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